別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費　　　
	事業名: 奥美濃古地鶏増産対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養豚養鶏担当　電話番号：058-272-1111（内2875）

　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp

	事業費


　要求額：    200千円（前年度予算額：200千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　・奥美濃古地鶏ひなの生産は、鶏肉の需要期である年末に合わせて、７～９月には、え付け羽数が増加する。
　・従来、大ロットのひなを生産する場合には、種鶏羽数が少ないため種卵の長期貯卵を行っているが、貯卵期間の長期化によりふ化率の低下、雛の虚弱などひなの安定供給に影響を与えることがあった。
　・そのため、ふ化場の直営農場での種鶏飼養により、ひなの安定供給体制の確保を図っている。
　・しかし、折からの飼料費などのコスト高による農家の収益減、飼養衛生管理基準の改正に伴う鶏舎の整備、景気低迷などが原因、また消費者の低価格志向によって地鶏肉の消費が伸び悩んでいることなどにより、増産意欲が減退している。
　・奥美濃古地鶏の消費拡大を図り、増産につなげるためには衛生飼養管理体制の確立より生産効率を高め、消費者に訴求できる安全、安心、健康な地鶏肉が必要である。
　・衛生飼養管理対策の実施により安全、安心、健康な奥美濃古地鶏の安定的な生産に資することが可能となる。
　・また、奥美濃古地鶏飼養農家を増やすことで、生産拠点の拡大を図り疾病に対する危険回避とともに、ひなの需要拡大が図れ、年間を通して安定的なひな需要の増大が見込まれる。そのため、孵化場においては、需要に応じた貯卵期間を短縮することで、ふ化率の低下が抑制され、安定したひなの供給を行い、奥美濃古地鶏の増産が可能となる。

	２　所要経費


（1） 検査指導にかかる燃料費　　　３５千円
（2） 検査消耗品費　　　　　　　１６５千円　
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	200

	要求額
	200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	200

	２月1日時点
査定額
	200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	200

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・奥美濃古地鶏の安定的な生産基盤の構築と増産を目指すため、効率的な飼養管理体制の確立、衛生飼養管理体制の指導・整備により生産性の高い奥美濃古地鶏農家の増加につなげる。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	奥美濃古地鶏の
え付けは数（千羽）
	（H　）
	182.0
（H21）
	159.4
（H22）
	168.0 

（H23）
	200.0
（H27）
	84％


	奥美濃古地鶏の健康検査・寄生虫検査の定期的実施（戸・回）
	（H　）
	20戸

200回
（H21）
	20戸

200回
（H22）
	20戸

200回 

（H23）
	－
（H　）
	－％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	（１）一般検査及び血液検査項目（一般健康検査）　２０戸
  　　　　 一般検査　飼料摂取量　出荷成績　へい死・淘汰数
  　  　　 予防接種記録　個体観察等　　　　　
（２）現地農家指導


（平成24年度の成果）

	　一般検査及び血液検査や農家指導により、主だった病気の発生は確認していない。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	高齢化などにより養鶏農家が減少する中、より効率よくかつ生産性の高い奥美濃古地鶏の飼育への移行を行い、収益性を上げるとともに、奥美濃古地鶏の飼養羽数を増加させる。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

△

	飼養羽数の増加がすすんでいない。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	指導、検査については継続して行っており、各検査の実施、衛生管理についての指導を行い効率的な養鶏を進めるとともに、奥美濃古地鶏飼養の誘導を行う。


（今後の課題）

	・養鶏農家の高齢化、環境問題などによる飼養環境の変化が大きいことによる農家数減少。



（次年度の方向性）
	養鶏農家への啓もうなどによる、奥美濃古地鶏の飼育誘導を実施。


